
 

 

 

防災ギャザリング２０１２from かながわ 

 実施報告書 

 

 

 

＜開催日時・場所・プログラム＞ 

 

 

体験型「市民防災･減災訓練」 

実施日時： 平成２４年１月２１日（土）午前９時３０分～午後１時 

開催場所： 横浜市民防災センター・沢渡中央公園 

講演会「東日本大震災に学ぶ 今後の地震対策」 

午後３時～午後５時 

開催場所：かながわ県民センター2階ホール 

講師 名古屋大学大学院 福和伸夫教授 

（神奈川消防署 平成２３年度 第４回かながわ防災セミナー） 

 

 

「防災、災害救援活動団体交流会」 

実施日時： 平成２４年１月２２日（日）午後１時～午後７時 

開催場所： かながわ県民センター２階ホール 

 

 

 

 

防災ギャザリング２０１２from かながわ実行委員会 

 



1 

 

★ 体験型「市民防災･減災訓練」 

実施日時：平成２４年１月２１日（土）午前９時３０分～午後１時 

開催場所：横浜市民防災センター・沢渡中央公園 

実施内容：近い将来発災することが予想されている神奈川県東部地震をはじめとする、いわゆ

る首都圏直下型地震からの被害をできうる限り小さくするための体験型「市民防

災・減災訓練」を実施しました。 

● 横浜市周辺で大規模な地震が発災した場合には、行政もその被災者となります。市民は、

行政の支援を待つことなく自らが、わが身と家族の安全を確保し（自助）、その上で近隣

の人々と手を携え（共助）て発災からの数十時間を乗り越えることになると思われます。

そのことを想定しての体験型防災・減災訓練を計画・実施をしました。 

● 本企画は、防災活動インストラクターの指導のもとで発災直後から、自らまた近隣の

人々と連携しながら地域の中で、災害の中を生きて乗り越えるために必要な「知識、技能、

過去の災害から学んだ知恵」などを、参加者自身が体験して学ぶことを目的とする形式を

採っております。 

● 本体験型防災・減災訓練で学んだことを生かして、参加者自身が平時の地域防災・減災

活動を充実させる材料として欲しいと願っての企画です。依然として続いている行政の住

民動員型のシナリオ付き、展示型の、マンネリ化した「防災訓練」かえって行政依存症の

住民を増やすことになるのではないかと危惧しています。可能な限り「展示型防災訓練」

から脱却して、「自分たちの地域は自分たちで守る」という自発的、体験的な、「防災・減

災訓練」へ踏み出すきっかけとなることを期待するものであります。 

● 横浜市や各区が行う防災に関する講習や講座、防災団体の各種講座を受講する市民は決

して尐なくありません。しかし、多くの講座修了者は、所期の夢を果たせないままに市中

に埋もれてしまってどのような活動に参加したらよいのか分からない状況です。これらの

人材が、この体験型防災・減災訓練をきっかけに「技」を得て、それを力として地域へデ

ビューするためのチャンスとして活用してもらいたいと願っての企画です。 

● この体験型防災・減災訓練を通じて、地域防災活動をしている人や団体同士がつながる

ことによって、防災・減災活動に携わる人々のネットワークを創出、強化する場となれば

「あんぜん・あんしん 横浜市」が実現することになり万一のときの大きな力になるもの

と期待しています。 

主  催：防災ギャザリング２０１２from かながわ実行委員会 

共  催：神奈川災害ボランティアネットワーク                    

協  力：横浜市消防局(神奈川消防署、横浜市民防災センター、本部特別高度救助隊（ＳＲ）、         

危機管理室)、横浜市神奈川消防団、神奈川県警察本部、陸上自衛隊第 31 普通科連

隊、横浜市神奈川区役所、ＮＴＴ東日本神奈川支店、ＮＴＴドコモ神奈川支店、東

京ガス横浜支店、横浜市資源循環局北部事務所、神奈川区内公立中学校、日本赤十
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字社神奈川県支部、ＮＰＯ日本防災士会、（独）防災科学技術研究所、かながわ県

民活動サポートセンター 

協   賛： 災害救援ボランティア推進委員会、防災塾・だるま、神奈川火災予防協会、横浜 

市民共済生活共同組合神奈川連絡所、全労済神奈川県本部、神奈川大学、神奈川県 

災害救援ボランティア推進委員会、とつか災害ネット、ざま災害ＶＮ、はだの災害 

ＶＮ、横須賀災害ＶＮ、相模原災害ＶＮ、磯子区災害ＶＮ、西区災害ＶＮ、海老名 

災害ＶＮ、逗子災害ＶＮ、あいかわ災害ＶＮ、川崎災害ＶＮ、横浜災害ＶＮ、旭区 

災害ボランティア連絡会、神奈川県歩け歩け協会、ボーイスカウト神奈川連盟、都 

市防災研究会、神奈川女性防災、神奈川県生活協同組合連合会（㈱ミツハシライス、 

㈱ヨネヤマ、日清オイリオグループ㈱、三菱食品㈱、ニコニコのり㈱、小倉屋昆布 

食品㈱、㈱ホテイフーズコーポレーション、ヤマサ醤油㈱、味の素㈱、マルコメ㈱、 

上野砂糖㈱、キユーピー㈱、カルビー㈱、ブルボン㈱、マルハニチロ㈱、クラウン 

フーヅ㈱、東京電力神奈川支店、コープかながわ、パルシステム神奈川ゆめコープ）  

後 援： 内閣府、神奈川県、神奈川県社会福祉協議会、横浜市社会福祉協議会、朝日新聞横 

浜総局、読売新聞横浜支局、毎日新聞横浜支局、日本経済新聞横浜支局、 東京新 

聞横浜支局、神奈川新聞社、ＦＭヨコハマ   （順不同） 

体験課目・展示課目： 

受付（西区災害ＶＮ・「防災塾・だるま」・防災ギャザリング実行委員会） 

① 炊飯袋による炊き出し訓練（ざま災害ＶＮ・ボーイスカウト神奈川連盟） 

② 水運搬体験（ざま災害ＶＮ）※悪天候が心配されたため安全を考えて中止 

③ ロープワーク基礎（秦野市防災士会） 

④ ロープワーク応用（災害救援ボランティア推進委員会ＳＬ） 

⑤ 要援護者搬送車両移乗体験（ソクラテスプロジェクト） 

⑥ 心肺蘇生法（横須賀災害ＶＮ・日赤防災ボランティア） 

⑦ 包帯・三角巾の使い方（横須賀災害ＶＮ・日赤防災ボランティア） 

⑧ 家具転倒防止の体験（災害救援Ｖ推進委員会・日本防災士会横浜市支部） 

⑨ トランシーバ操作体験（非常通信協力会磯子区支部） 

⑩ 非常用工具類の使い方（横浜防災ライセンス・神奈川有志・「防災塾・だるま」） 

⑪ 発電機及び電気の操作（横浜防災ライセンス・神奈川有志・「防災塾・だるま」） 

⑫ 非常用トイレ体験（はだの災害ＶＮ） 

⑬ 防災・減災クイズ（とつか災害ＶＮ・旭区災害ボランティア連絡会） 

⑭ 防災紙芝居・防災アイデアコーナー（かながわ女性防災・都市防災研究会） 

⑮ サバイバルカードの作成（全労済神奈川県本部） 

⑯  非常食をひと工夫する体験（神奈川生協連） 

⑰  防災マップ作り（防災科学技術研究所） 

⑱ 消防訓練展示（神奈川消防署）、横浜市消防音楽隊演奏 
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⑲ 消防車両展示・はしご車試乗体験 

⑳ 神奈川県警災害救助車・陸上自衛隊災害救助車展示 

参加対象者：地元町内会・自治会・自主防災会等で活動されている方・これから活動され  

      る方、中学生、市民など 

来 場 者 数：参加者合計 ７５０名（自治会町内会関係者４００名 地元中学生以下１００名 

その他 行政・企業・災害ボランティア関係者） 

当日は曇り空で、非常に寒くあられも降りましたが、来場者は熱心に体験をされ 

ていました。 

来   賓：  鈴木横浜市消防局長・岡田神奈川区長・荒卷神奈川消防署長  

防災・減災フェアーの様子 

         受付                 県警 

     東京ガス                ＮＴＴドコモ 
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     ＮＴＴ東日本                横浜市資源循環局 

来賓挨拶            荒卷署長より中学生に終了証授与  

         消防団                 救助訓練  

       音楽隊演奏                  ＳＲ救助車 
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       はしご車                バキュームカー 

      自衛隊災害救助車               発電機操作 

     ＮＴＴ東日本指揮車               県警災害救助車 

神奈川火災予防協会           ＮＴＴドコモ指揮車 
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     個人カードの作成             ガラス飛散防止体験 

非常食体験              家具転倒防止体験 

三角テント              防災マップ体験 

ロープワーク体験             心肺蘇生法体験 
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被災地写真展示                炊飯体験 

       防災クイズ            防災頭巾の作り方体験 

      手工具展示体験              車いす移乗体験 

非常用トイレ              応急包帯 
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講演会「東日本大震災に学ぶ 今後の地震対策」 

開催日時：平成 24 年 1 月 21 日午後 3時～午後 5時 

開催場所：かながわ県民センター2階ホール 

講  師：名古屋大学大学院 福和伸夫教授 

（神奈川消防署 平成２３年度 第４回かながわ防災セミナー） 

目  的：近い将来において想定されている地震に対する備えをする必要性を理解してもらう 

ために開催しました。 

内  容：主に家屋の耐震対策と家具の転倒防止対策の必要性を写真、実例を交えてお話しさ 

れました。 

来場者数：２００名 

 

★ 「防災、災害救援活動団体交流会」 

実施日時：平成２４年１月２２日（日）午後１時～午後７時 

開催場所：かながわ県民センター２階ホール 

目  的：東日本大震災を踏まえた、神奈川県地域防災計画の見直しと地震津波対策、各 

団体の取り組みと災害ボランティアを取り巻く状況がどのように変化し、それ 

にどのように対応していき、体制作りをどのようにしていくかを、全国各地の 

動き、県内各地の活動を今後の活動の糧にし、県内の防災に取り組む団体がよ 

り緊密につながることを目指しました。 

主  催： 防災ギャザリング２０１２from かながわ実行委員会 

協  力：かながわ県民活動サポートセンター 

来  賓： 神奈川県安全防災局危機管理部長 佐藤 清様  

来場者数：延べ １５０名 

 ●「神奈川県の防災対策について」 

神奈川県安全防災局危機管理部災害対策課計画グループリーダー 
萩原伸夫氏 

  東日本大震災の被害状況と県の取り組みの詳細について説明をいただきました。また

今後の神奈川県の地震防災対策について、国の防災基本計画の修正に伴い、県の地域防

災計画の見直しのお話しをいただきました。中でも大震災後の災害ボランティアの活動、

また地域防災力の強化に対 する災害ボランティア活動の取組に対する期待度の高まり

がみえる内容を話されました。 

●桂枝太郎師匠による防災に関する落語（岩手県出身）       

●県内各団体による、東日本大震災に対する取り組み報告会 

  神奈川災害ボランティアネットワーク 鈴木幸一氏 

   被災地支援のたいやきプロジェクトの報告をしていただきました。 
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 見守隊 高松清美女史 

神奈川県内に避難している人々への現状を報告していただきました。 

 赤十字防災ボランティアリーダー 和田誠一氏 

   被災地での活動を報告していただきました。 

 かながわ東日本大震災ボランティアステーション 山内淳氏 

   ボランティアバスでの被災地支援の活動を報告していただきました。 

●「身近な防災・減災への取り組みについて」 神奈川消防署 荒卷署長 

  ご自宅での家具転倒防止策を、写真を交えてわかりやすく説明していただきました。 

●津波の人形劇  ソクラテスプロジェクト 

  おなじみの「そのまんま横町」の住民が、江戸時代にタイムスリップして、津波体験をす

る物語を演じていただきました。 

●「今後の神奈川における災害ボランティア活動について」  

神奈川災害ボランティアネットワーク代表 植山利昭氏 

 現在取り組んでいる東日本支援のための「かながわ東日本大震災ボランティアステーション

事業」を継続するための方策、神奈川県内に想定される災害に備えて、地域での防災減災活動

を強化する、長期的になるであろう、県内避難者や東日本の復興への支援体制を整えるために

「神奈川の知恵」を結集したいと報告していただきました。 

報告の様子 

佐藤氏                萩原氏 

       桂枝太郎師匠                鈴木氏 
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       高松氏                   和田氏 

 

山内氏                   荒卷氏 

 

人形劇                 植山氏 
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「防災ギャザリング２０１２from かながわ」を終えて 

今回の防災ギャザリングでは、２つ目的を持って行いました。①神奈川県内で災害ボランテ

ィアの活動をしている団体と人のネットワークを広げるためにお互いの活動を知る機会を作

る場を提供すること。②日頃から防災のボランティア活動をしている人や防災に関心がある人

が、地元で提供できるスキルを身に付けることができる機会を作ることでした。 

２１日は、横浜市民防災センター・沢渡中央公園で「防災・減災活動体験フェアー」を行いま

した。 

基本コンセプトは、「見学者のいない体験型防災・減災活動イベント」として、来場者に対

し各団体が持っている「技」「知恵」「知識」を提供し地域住民が自らの「体験学習」を通じて

地元での活動に活かすというものでした。多くの種目を行うことで、参加者が地元で提供でき

るスキルを提供することができたと思います。 

また、神奈川消防署の協力によるレスキュー隊のデモンストレーションは、参加者全員が消

防活動の実践を見ることで安心感をもてたのではないかと感じました。 

福和先生の講演会は、建物の耐震性の確保の重要性を強調されました。 

２２日は、防災ボランティアのネットワークを広げる場として、講演会、交流会を開催しま

した。 

６時間を６部構成で実施、１部では今後の神奈川県の地震津波防災対策に対する取り組みにつ

いての説明をわかりやすくしていただきました。２部では、初めての試みとして岩手県出身で
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被災地支援をしている、桂枝太郎師匠による落語の講演をしていただきました。 

３部では、東日本大震災支援活動している団体の発表を聞くことにより、情報交換ができた

と思います。 

４部では、荒卷照和神奈川消防署長ご自身が自宅で実践されている家具転倒防止策を写真を

交えてわかりやすく説明され、聞いた皆さんが納得して実践されることを期待しています。 

５部では、ソクラテスプロジェクトの人形劇で「そのまんま横町の津波」を上演していただ

きました。 

６部では、神奈川災害ボランティアネットワーク代表の植山さんによる今後の防災減災活動

に対する取り組みを講演していただきました。 

最後に、「防災ギャザリング２０１２from かながわ」を行うにあたり、多くの関係機関およ

び関係団体のご支援・ご協力をいただきましたことを、心よりお礼申し上げます。 

来年度も、平成２５年１月１９・２０日に「防災ギャザリング２０１３from かながわ」の開催

を予定しています、皆様の絶大なるご支援・ご協力をお願いいたします。 

 

防災ギャザリング２０１２from かながわ実行委員会 

実行委員長 森 清一 

平成２４年２月２０日 

 

 


